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火映の紙油と比較すると,有機系殺虫剤の場合には,

呼吸によって体内へ入るよりも虫体表面から吸着や拡

椴などの物理化学的現象によって体内に入るものが主

体となるものと考えられ 本実験の結果とは異なった

出入様式をとろものと考えるべきである.

結 論

アズキゾウムシ成 虫 およびゴクゾウ成 虫 は低 温

(OoC)におかれると,活動が極めて不活発になり,秤

吸は極めて小さくなることが実験から判かった.この

ような状態または,虫が酸素を含まない窒素ガス中に

おかれ,呼吸ができないような条件においては,たと

え虫にリン化水素ガスが接触したとしても,虫はリン

化水素を休内に取り入れないことが実験事実から判か

った.
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Summary

Theeffectofthelowtemperature,0'C,andof

nitrogengasatmosphereonthetoxicactionor

hydrogen phosphidetotheadultoftheazuki

beanweevil,CaLlosobyuchuschl'nensisL.andthe

riceweevil,Sitophituszed-matsMotsch.wcrc

investigated,andtheuptakeamountsofoxygen

bythebothweevilsundertlleSameCOnditions

weremeasured.

Theweevilswereexposed toahighconcen･

tration ofhydrogen phosphideinaflaskcon･

tainingairofOoC ornitrogengasor20°Cfor

anhourorfourhours.Thentheseweevilswere

transferredintoairat20oC.Inthemeantime,

tlleyrecovered from narcosis,moved normally

andknockeddowngraduallyoveralongperiod,
whiletheweevilsfumigatedinairwiththesame

concentrationofthefumigantat200Cknocked

downwithinanhour.

Hydrogen pl10Sphide was nottoxic to the

weevilsatO'C orin nitrogengasatmospllere

since tlley COuld not resplre under these

conditions.

TheDeyelopmentofResistancetoCarbamatelrLSeCticidesintheSmallerBrownPlanthopper,
LaodetphaxBtrlaLettuBFallirL.KozaburoOzAK],YoshitakaSASAKlandMinoruUEDA+(Kagawa

AgriculturalExperimentStation,Takamatsu,Kagawa,Japan).ReceivedSeptember7.1973.
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29･ ヒメ トビウンカにおけるカーバメイ ト剤抵抗性の発達 尾崎幸三郎,佐々木善隆,上田 火●

(看Jl脱出業試験吸 高松市仏生山町) 48.9.7受理

ヒメトビウンカの感受性系統をカーバメイト系の種々の殺虫剤で連続湘汰し,それぞれの殺虫剤に

対する抵抗性の発達,生化学的形質とマラソン (malathion),(S-〔1,2-his(ethoxycarbonyl)cthyl〕

dimethylphosphorothiolothionate),感受性の変化について検討しT=.NAC (Sevin,carbaryl).

1-naphthylmethylcarbamate,による淘汰では, 最終淘汰のF16までに.抵抗性発達の放映はみ

られなかっT=.一万 PHC (Baygon,arprocarb),0-isopropoxyphenylmethylcarbamate,MTMC,

(Tsumacide),m-tolylmethylcarbamate, とメソミル methomyl(Lannate).S-methylN-

(methylcarbamoyloxy)thioacetimidate,による淘汰では低レベルの抵抗性発達が認められた.

NAC とメソミルによる伽汰では.虫終紬汰のF16あるいはF25までに, 中間か高活性のエステラ

ーゼ泳動Wをもつ佃肘 土山現しなかったが,PHCとMTMCによる淘汰では,E7またはE8泳動相

の申fnlと高所性個体が山現した.MTMCで軸汰したヒメトビウンカは,マラソンにも,MTMC に

対する以上の出航性を示した.

ヒメトビウンカにおけるリン剤抵抗性の発達は稲L と懸念されたが, リン剤抵抗性のヒメトビウンカはカ

まはがれ病の防除対節を著しく昏迷させるのでないか -バメイト系の各種殺虫剤に交差抵抗性を示さず,し

*現在,科研化学株式去社,東京都文京区本駒込 かも大多数のカーバメイト系殺虫剤はヒメトI:'ウンカ

2-28-8 に対する殺虫力が極めて高いことから12),その後の防
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除にはこの和の殺虫剤が広 く火川されるようになった

ので.火l黙城田で大きな氾乱をLt:じろことなく今口に

至っていろ.

ツマグロヨコバイでも.ヒメトビウンカにおけると

rMjml.rl](こより. I)ン刑拭抗班の光辺地では別-/l三か-

バメイト系のf輔耶姐l刑で防除していろが.1969咋に

変収9TA下で,ツマグロヨコバイがこの印の殺虫剤に蛇

抗性を発適t} ･l･川,その後引統いてカーバメイトmT舵

抗性の発適地は四[札 中国と九州地方で急速に拡大し

つつある.そしてこの場合,抵抗性の発達はカーバメ

イト系殺虫剤全般にみられることと抵抗性系統に有効

な代替薬剤がないことから,それらの地区ではツマグ

ロヨコバイとこの苦虫によって媒介される稲いしゅく

病の防除が極めて囚矧 こなっている.

ヒメトビウンカではいまだカーバメイト系殺虫祝に

対する抵抗性関田は起っていないが, 一部 地 区では

MTMC に対する感受性を低下しつつあることが明ら

かにされており11,,カーlバメイト系殺虫剤による防除

が皮蛋なることによって,各地でツマグロヨコバイに

おけると同様問厩が起るのではないかと放念されてい

ち.筆者らはヒメトビウンカについて,カーバメイト

系殺虫剤の逆用と抵抗性発達の関係,抵抗性の発適と

か生化学的諮形質の変化の殺虫剤間あるいは供試個休

群間における和迩などについて検討しているが,ここ

にそれらの結果の-･部を招告し.ヒメトビウンカの防

除方法を改革するための参考に供したい.

材料および方法

この実験に眺試したヒメトビウンカは1965年に高松

市仏生山町の戊試田切から採班し,β-naphthylace･

tateを加水分解するエステラーゼの低活性系統 (LE)

として碓立したもので,有機 .)ン系,垢茶系とカーバ

メイト系の各班殺虫剤には感受性であろ12).

ヒメトビウンカの淘 汰 に 用いた殺虫剤は NAC,

MTMC.PHCとマラソンの純品およびランネー ト水

1日剤 (70,%)で,これらの殺虫剤はアセトンで所定の

tm皮に稀釈した. なお殺 虫剤のアセトン搭紋は温度

1-3oCの冷蔵伴に保持し, 必要時に取出して用いた

が.これらは2-3カ月毎に更新するようにした.

各殺虫剤によるヒメトビウンカの軸 汰 は大熊 ･FiS.

崎l)とほぼ同じ方法で火出した.すなわち投出剤のア

セトンflAi紋は ミクロメーターシ1)ンジをJ恥､て従 1.1

cm,良さ10.4cmの誠敵う刊こJji:見あて梢下し,さら

に50FLtのアセトンを加え. アセトンを-.JR批させなが

ら殺虫剤を試畝での内矧 こ均一に付邪させた.アセト

ンが完全にIm放した私 ヒメトビウンカの4-5令幼虫

を試験管あたり約30個体づつ入れ 菰ユ皮25oC±1に

て殺虫剤の繕膜に接触させた.眺試虫の死虫状況は随

時概然し.死虫串が約70%に達した時にイネ苗を入れ

たガラス容掛 こ才多した.この場合,最終死虫率は70-

75%であった.LL-ll叫は 温度25oCj=1,16時間照明下

で.イネTI.l'を与えて内円した.

それぞれの拙山刑によろ軸汰はiiitu代実施したが,

各tFt代のki終死dl叫が70-75%になるように,処理薬

.Fltとは触時rL..Jは117LHtLtのt.Ii恥をを巧にして適宜変化さ

せた.軸比には.いずれの恐山剤の場合 も,叔初 LE

系統の約5,000胴体で山発し,その按の別紙にはiiitit

代約1,500胴体を川いた.

それぞれの軸汰系統については.任llaのIlt代に5令

幼虫を供試し,蜘汰に用いた殺虫剤に対すろ致死兆Iit

を検定した. また NACによる淘汰系統は F18に,

MTMC による淘汰系統はF12に,メソミルによる軸

汰系統は F12,F23とF25に マラソンに対する致死薬

.Fitを検定した.致死兆Iitの検定方法は鞘四 ･Fi的7)と

全 く同様とした.

また任芯のIuLtの成dlについて,相TilTtLJxC泳動法で

β-naphthylacctatcを加水分J搾するエステラーゼの

泳動子音Pを分別し.それぞれの泳軌脚のエステラーゼm

性を煎押化学野望Du-1狩).デンシトメーターで紺定した.

エステラーゼのti.ヴ朋ful̂泳動は OzakiandKassailO)

と同一発作おJ:び方法でおこなったが.これには成虫

(雌:札 l:1)の40一･60m.-鵬 をtJt.1JCした.

結果および考察

有税 .)ン孔 fui:.･系とカーバメイト系の各村殺虫剤

に感受牡であるLE系統のヒメトビウンカを NAC.

PHC,MTMCとメソミルでiMT,'mJ汰し,任芯の牡代

にそれぞれの殺山刑に対する致死5兆Iitを検定 した結末

は那1滋のとおりであろ.

邦1誠によると.NAC と PHC による淘汰は F川

または F12で打切ったが.NACによる淘汰では,F2

とFlに,NACに対する感受性の按準偏差 (1/b)が

大きくなった.しかし Fl.のそれは親系統と同程度ま

でに低下し,その後の淘汰で も大 きな変化は生じなか

った.一方 NACに対すろLD50は湘汰の各世代で多

少の変動がみられたが,FIOには,親系統よりかえっ

て低い肌を示し,この殺虫nTによろ軸比の切令にはむ

しろ NAC感受性が拓 くなるJJIL'dfこ変クさの巾を広げる

WIIJ'畑,'みられた.

PHCによろ軸汰では F2に娼･父性の班附1,-は!.の和犬

がみられ F12のそれも親系統より大 きかった.また

PllCに対する LD50は F一に親系統の約3倍に増大

した.ただLDBOはこのItt1℃に招大地を示し,F7のそ

れは親系統の約 1.5Llほ でに低下し,その後の淘汰で

も顕著な増大はみられなかった.

MTMC による淘汰では,初期の各世代の致死薬fa
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Table1. ChangesinsusceptibilitytoMAC,PHC,MTMCandmethomylofsmaller
brownplantbopperduringselectionwithNAC,PIiC,MTMCandmethomyl.

Generation
selected

MAC PHC MTMC Methomyl

1/b LDBO* 1/b LD60 1/b LD80 1/b LDB｡

LEstrain 0.21 0.379 0.24 0.049
2 0.48 0.224 0.30 0.054

4
5
7
8
0
1
2
5
0
3
5

1
1
1
1
2
2
2

0.69 0.342 0.26 0.149

0.47 0.078

0.22 0.270
0.34 0.327

0.13 0.029 0.37 0.114

0.22 0.(冶2

0.36 0.078
0.32 0.084
0.40 0.417

0.30 0.344 0.36 0.089 0.52 0.174
0.20 0.239

0.30 0.612
0.29 0.788

0.35 0.105 0.32 0.838

*LD50iniLgpe.rtube(1･1×10･4cm)

が検tji:されていないため.どの世代から感受性が変化

したか明らかでないが,FBにはすでに感受性の標準

嗣丑とLD60の増大がみられ,F12のLD50は親系統の

6括にまで適した.しかしこの殺虫剤の場合,淘汰は

F28まで純統したが,Flg以後にはLD60の増大はみら

れなかった.

メソミルによる軸汰もF26まで実施したが,FIOま

では娼受性の変化は全くみられなかった.しかし FIL

には,それまでの各世代に感受性の標準偏差に特筆さ

れるような変化がみられ なかったにもかかわらず,

LDBOは親系統の約4倍に増大した.その後の淘汰で,

LD｡｡ほじょじょに和犬し,F2Bには親系統の7二4倍に

まで適した.

先にヒメトビウンカのLE系統をフェニトロチオン

とマラソンで迎統軸汰し,フェニトロチオンによる軸

汰では,Fllに約50fb:Ll,F.2一に約60flL'･の抵抗性%, マ

ラソンによる軸汰ではF12に約40†乱 F別に約250倍

の抵抗性を示すようになることを明らかにしたが9),

前記したように,カーバメイト系殺虫剤による淘汰で

は.15機 .)ン系殺虫剤による淘汰に比べて,抵抗性は

極めて発適しにくいことが判明した.しかしこれまで

にtLt舛各回で広く火FT]してきた NACには.アオムシ,

コナカ',ヤガの1柾の IIeLEolhiszeaと SL)odobtera

h.LLoraLLsノ､ムシの1校のChrysometadecemh'neaLa,

タネバ工.キジラミの1超の PsyLLapyricota,オオ

ウシマダニなどが虻抗性 を発通しておりI･3), わが国

では,実用化されてまもない各班の置換フェニルカー

バメイト剤に.ツマグロヨコバイが抵抗性を発達して

いる2･6･14). また文際場面で抵抗性が発達するような

場合でも,室内での淘汰実験では,供試個休群に潜在
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的な抵抗性関連因子を欠くとか,淘汰期間中に多くの

迫伝因子を排除するといったことをともなうなどが原

因して,抵抗性の発達を全くみないことがしばしば経

験されるが.このようなことから考えると,ヒメトビ

ウンカはカーバメイト系殺虫剤に抵抗性を発達しない

とか,しにくいと結論できない.ただこの実験と同じ

条件での有機1)ン系殺虫剤による淘汰実験では.野外

の抵抗性個体群とほぼ同質の抵抗性が急速に発退する

こととの比較で,iEi伝的素性がLE系統と同じような

ヒメトビウンカの分布地ではカーバメイト剤拡抗性は

極めて発達しにくいといえる.

イエバエとかイエカのカーバメイト系殺虫剤に対す

る抵抗性系統は有機t)ン系の各種殺虫剤に交差抵抗比

を示すことが知られていろり). またイエバエでは,

節5敗色体上た変更ア.)エステラーゼの支配氾伝子を

もつ系統は.有機.)ン系殺虫剤のみでなく,か-バメ

イト系殺虫剤にも抵抗性であり13),ワモンゴキプt)に

はカーバメイト系と有機リン系殺虫剤を加水分断する

エステラーゼの活性泳動帯の存在が明らかにされてい

る8).そこでヒメトビウンカではPHC,MTMCとメ

ソミルによる淘汰で低レベルの抵抗性発適がみられた

ので.ヒメトビウンカの')ン剤抵抗性と退位址化学的

に密接な関係にあるエステラーゼのE7泳動1ほの甜活

性個体がか-バメイト系投出剤による軸汰でIl偶 する

かどうかを調べるとともに,各淘汰系統のマラソンに

対する致死薬丑を検定した.

邦2誠はそれぞれの淘汰系統について.エステラー

ゼの中間と高活性泳動Wをもつ個体の出現状況を調べ

た結果であるが. これによると,NACとメソミルに

よる淘汰では,それぞれの放終軸汰世代までに.エス
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Table2. Changesinpcrccntagclrequcncyorindividualswithlow.middleandhigh
activitiesolE10rE7bandduringsclcctionwithdilrcrcntcarbamatcs.

Gcncration NAC Mcthomyl PltC MTMC

L/L● L/L L/L L/M L/tI M/L II/L L/L L/M L/ll M/L II/L

∩aIr
3
5
7
8

SE●L

9
1
2
4
5
0
5

1
1
1
1
2
2

100

100
85 10
85 5
55 25
45 32

100

0
5
7

1
1
3

0
5
3

7
6
5

5

10 45 35
15 5
13 8 2

50
0

0

1

1

1

5

0
0

0

=
r:

r=

40 30 5 25

40 25 10 20 5
35 30 15 20

+Elband/E7band, L:Lowactivity. M:Middleactivity, IT:Highactivity.

テラーゼの巾問または前活性泳動相をもつ胴体は全く

山現しなかった.一方 PHCによる淘汰ではFBから.

MTMCによる淘汰では FSからET泳動相の中間ま

たは高活性個体が出現し,一部の個体はE●泳動相が

中間と高活性を示した.ただこれらの場合,有機 リン

系殺虫剤による淘汰と只なって,巾問と吊活性の泳動

村をもつ個体が50-60,%に述してから後には,淘汰を

郎統しても,それら個体の出現琉皮の変化はほとんど

みられなかった.

那3裂はカーバメイト系殺虫剤で湘汰したヒメトビ

ウンカのマラソンに対する致死薬I.itを検定した結果で

あるが,これによると,NACによる淘汰ではF16に

マラソン感受性が逆に高い方向に胴体変邦の巾を広げ

る幌向がみられ,LDB｡は耕系統よりかえって低かっ

た.しかしメソミルによる淘汰では,F12にマラソン

Table3. LD80ValuestomalathioninNAC-,
MTMC-, methomy1-, malathion･se･

lected strainsand susceptible (LE)
Strainofsmallerbrownplanthopper.

Strainand

!eelne霊 on 1/b LD50* l{a't誌O･L㌫

Resistance

LE

NAC(FIB)

MTMC (Fl2)
Methomyl(F12)

(Fz3)

(Ft,)

Malathion(Fl空)*+

0.26 0.242
0.39 0.185
0.60 1.850
0.31 0.711
0.33 0.533
0.20 0.528
0.40 10.33

6

9
2
2
7

7

2
2
2
24

*LD50infLgperlubc(1.1×10.4cm)
**FromOkumaandOzakiく1969)

*** LD500fstrairlSelected/LD6｡OfLEstrain

に対する LDBOは親系統の約3倍に増大した.ただ

F23とFBSにおけるLDooはF12より低 く,淘汰世代

の進むにつれて叩大したメソミルに対するLD50との

間に閃逆性がみられなかった.MTMCによる淘汰で

は.F12の LD80は親系統の7.6rlT･に述した.これは同

1は代の MTMCに対すろLD8.の叩大程度より多少

大きかった.

以上のように.エステラーゼの小rJqと揃活性泳動を

もつ個体の11偶 状況とマラソン岱受t'kの変化程度は淘

汰に用いたカーバメイト系寺宝ii踊りのI."Jで大きく苅なっ

たが,ここで舛昧ある山は,申r.Tuまたは揃活性の ET

泳動相をもつAra休がZJ将ル たMTMCにJ:る掬汰の場

合で, マラソン拭抗性をm大したことである.PHC

による泡汰でも.ET泳動引Jtの中間と拓活性のE7泳動

相をもつ個体がIJ倒 したことからみて,一般に置換フ

ェニルカーバメイト剤の迎続班用は,マラソン抵抗性

因子をも同時に淘汰するものと考える. しかし PHC

と MTMCによる淘汰では,中間と高活性のE7泳動

符をもつ個体の出現額度が60,%以上になりにくいこと,

ならびに.)ン剤抵抗性のヒメトビウンカはカーバメイ

ト系の各種殺虫剤に交Z;航抗性:を示さないことから-P,･

えろと12). ヮモンゴキプ.)には11-機リン系とカーバメ

イト系菓紬l剤をともに加水分脈するエステラーゼのTf;

在がryJらかにされているとはいえO, ヒメトビウンカ

にわけるカーバメイト剤拭抗性はE7泳軌くけの拓活性

を文配すろ氾広子と酎 左な関係があるとはいえないよ

うに,Trilわれる.そしてまたPIICとMTMCによる淘

汰では立坑抗性内子に祁助的なものとして,E7泳動

符の活性を交配する迫伝子を榊汰し.その結果マラソ

ンに抵抗性を示すようになったのでないかと考える.

この点,今後検討して明らかにする必要があろ.
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兆剤による害虫の室内淘汰実験は,防除薬剤をでき

るだけ11持させるための使用方法を確立するとか.釈

しい化合物の別製を進めるための諸情報を得るために

秘めて皿滋である.しかし結果が判明するまでに長期

f1.i)を出し,しかもその間荷に細心の注意を払わなけれ

ばならないことなどから,これまでにはあまり実施さ

れていない.この研究も,淘汰世代が短かすぎるとか,

伽汰mrTqFFlに致死薬量の検定をあまり実施しなかった

という欠点がある.しかし得られた結果を絃括すると.

NACによる淘汰は抵抗性発達の徴供を示さない.メ

ソミルによる淘汰は抵抗性をじょじょに発達させるが,

端活性のエステラーゼ泳動帯をもつ個体の出現をとも

なわないし.マラソンに対する感受性を大きく低下さ

せない.MTMCなどの置換フェニルカーバメイト剤

による淘汰は,低 レベルの抵抗性を発達し,しかも高

活性のエステラ-ゼ泳動相をもつ隅体の出現とマラソ

ンに対する抵抗性の増大をともなうといったように.̀

カーバメイト系殺虫剤でも.ヒメトビウンカに対する

連続使用の雄姿の現われ方は取繕関係の掛 ､化合物間

で飯箸に異なることが判明した.Georghiouetal･8)

はバイゴン (PHC)に対す るイエカの1種 CuLex

piJ,∫onsfaEigans成虫の抵抗性の発達がとくに低い

こと,延抗性系統はカーバメイト系の他の化合物に交

差抵抗性を示すが.交差抵抗性の程度はバイゴンとの

附迎性の細い化合物で低いといった特異的なものであ

ることなどから,この柾の化合物は蚊の防除に推奨で

きるだろうと報じているが,この研究の結果からも,

カーバメイト剤はヒメトビウンカの防除薬剤として俊

れた特性をもっているといえろ.そして一つの化合物

または化合物1刑こ偏らないように班用することによっ

て,抵抗性発過の抑制効米がかなり期待できるのでな

いかと思われる.

文 献

1)Atallah,Y.H.:I.Econ.EntomoL.,64,1018

(1971).

2)愛媛出試 :愛媛員試70周年記念誌.113(1970).

3)FÅo:ReportofthefirstsessionoftheFÅo

workingparty ofexpertson resistanceof

pcststopesticides,1C6(1965).

4)Georghiou,G.PりR.L Metcalfand R.ち.

March:I,Eton.EnEomoL.,54.132(1961).

5)Georghiou,G.P.,R.L Metcalland F.E.

Gidden:Bull.WLd.Hlth.Ore.,35,691(1966).

6)岩田俊一,浜 弘司 :防虫科学,36,174(1972).

7)葛西辰雄,尾崎宰三郎 :四国植物防疫研究.1,

15(1966).

8)Matsumura,F.andK.Sakai:I.Econ.EntomoL.,

220

61,598(1968).

9)大熊 街,尾崎幸三郎 :四国植物防疫研究.4.45

(1969).

10)Ozaki,K.andT.Kassai:Ent.ExJ).& AbbL.,
13,162(1970).

ll)尾崎幸三郎,葛西辰雄 :四国植物防疫研究,6,81

(1971).

12)Ozaki,K.andT.Kassai:Botyu･Kagaku.36,

111(1972).

13)Plapp,Jr.,F.W.andR.F.Hoyer:I.Econ.

Eniomo7.,60,768(1967).

14)吉岡事治郎,沼家安長,高山昭夫,松本益災 :四

国植物防疫研究,7,5(1972).

Summary

Thisinvestigationwasundertakentoexamine

thepossibilityofthedevelopmentofresistanceto

carbamateinsecticidesinthesmallerbrownplant･

hopper,LaodetPhax sLn'ateLlusFall占n.Fourth･

fifthinstarlarvaeofsusceptible(LE)strainwere

selectedsuccessivelywithNAC(Sevin,carbaryl).

トnapbthyl methylcarbamate, PIiC (Baygon,

arprocarb),0-isopropoxyphenylmethylcarbamate.

MTMC (Tsumacide),m-tolylmethylcarbamate.

andmethomyl,(Lannate).S-methylN-(methylcar･

bamoyloxy)thioacetimidate,at70-75% mortality.

Levelsofresistance ofthe insectsto given

insecticideswerecomparedatLD50Valueobtained

by thecontactmethod.Theresultsobtained

Yereasfollows:

11) WhentheLEstrainwereselectedsucces･

sivelyfor15generationswith NAC,theLD80

valuetoWACofthestrainwassomewhatsmaller

ascomparedwithcompetentvalueoftheoriginal

straln.

2) TolerancetoPHC duringthefirstfour

generationsofselectionwith PHC wasslightly

increased,butthetolerancevariedtothelower

levelsduring12generationsofselection.

3) TheF12generationselectedwithMTMC

showeda6-foldresistancetoMTMC,butthe

resistancedidnotincreasefurtherselectionurlti1

25generations.

4) NochangeintheLD80Valuestomethomyl

wasfoundduringfirstlOgenerationsofselection

with methomyl.Thereafter the resistance to

methomylwasslightlyincreasedbysuccessive

selections,andattaineda7.4-foldsresistancein
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theF加generation.

5) Selection tor12gcneralionswithMTMC

causeda7.6-foldsincreasejntheresistanceto

matathion.Tolcrancctomalathionslkhtlyin･

crcascdduringsclcctionwithmethomyl,although

the leveloltolerance to malathion wasnot

directlycorrelatedtothenumberofgenerations

selected. SusceptibHity to malation was not

changedilltheNACISelectedstrain.

6) Esteraseshydrolyzjng β-naphthylacetate

inadultsofthestrainsselectedwithcarbamates

wereseparatedbythethinlayerelectropboresis,
andintensityoiesteraseactivity inthebands

separatedwasmeasuredbyusingadensitometer.

Individualshaving high activity ofETband

werefound littlein theF8generationselected

withPHC.SimilarresultswerefoundinE●band

intheFllandF12generations,although Erequency

ofttleirhighactivitywaslessthanthatofET

band.Percentagesolindividualswithlow,middle

andhighactivitiesoftheesterasebandsinthe

FILgenerationwere45.40and15%,respectively.

Individualshaving high activity ofE8andE7

bands appeared early during selection with

MTMC.Theywererapidlyincreasedwiththe

progressoEgenerations.PerccntagesoEindividu･

al≦withlow.middlcandhighactivitiesofthe

estcrasebandsintheFz8generationwere35,50

and 15%,respcctiyely. The above mentioned

resultssuggestedthatgeneticfactor(S)responsi･

bleforthemalathionresistancewasinvolved

intotheplanthopperpopulationsbythesuccessive

selectionwithphenylcarbamateS.

Individualshavingm'Iddleand h'lghactivities

olthe eSteraSe bandswerenotroundduring

selection with NAC for 15 generations and

methomylfor25generations.

抄 録

トノサマバッタの群生フェロモン

A LocustPheromone:Locustol.D.∫.Nolte,

S.H.EggersandI.R.May.I.InsectPhysrot.,

19,1547(1973).

トノサマバッタは.群生すると印班で生活していろ

孤独相のバッタとは,生理的にも,形態的にも只なる

刑生相への相変災を起こす.弼生村のバッタは.孤独

相のバッタに比べると,減数分裂時の染色体交叉の頻

度が増し,髭皮がill.く,成虫の超が相対的に掛 ､など

形態的に異なるとともに,行動的に活発であるなどの

特徴がある.このような相変異は.バッタの消化管の

そのう部で生産され,排継物と共に体外に出される抑

発性物TIにより生ずる.主に,染色体交叉の収度をiE

物検E/i:の折田として,活性物質の蝉離同定が行なわれ

た.

トノサマバッタ (LocusLaml'gYatOrZlaml'gralori･

ofdes)の排継物1kgの水-,JXu51(-m矧 こより.活性のあ

る留出区分を柑た.この刑川区分は.アニオン交換樹

脂に通じるとPFl･性が火なわれるが.pcntancで抽出し,

pentane屑を.lN-NaOHで地山し.NAOH屑を.

炭酸ガスで中和した後,pentaneで巧拙IIIしてが1叫が

試みられた.pentaneを減圧下.低払lで刑出し,和
られた茶色の池状物27mgをTLC分取法によって,

分離柄製し,2つの主成分がItl離されT:.網成分は.

只見分析.NMR.既知物質との比舵などにより.そ

れぞれ.guaiacol(〟-methoxyphenol.5mg)と2-

methyl15-ethylphenol(long)とTL-1llji:され後者は,

locustolと命名された. これらの化合物は.植物の

Iigninの代謝分解物と考えられている.

guaiaco1-とそのパラBq.性tか,locustolとその4lethyl

異性体などは.村政の芸壬こそあれ,バッタの染色体交

叉析皮を耶加させろ.体色変化には湿度などの外的要

因も放く彫WJするが.loCustolは群生相の3齢幼虫を

叩独田仲したときの.メラニン色素の退色を有意に遅

らせ.また形恐変化にも彫響を与える.バッタの行動

に対して,guaiacolは何ら彰響しないが,locustol

とその 4-ethyl異性体は群生行動の activator,すな

わち attractantとして作用する.以上のことから,

locustolは明らかに群生フェロモンと認められるが,

他の微量成分中にも,guaiacolのように,群生相の

特徴の1つないしは枚数に彫饗を与えるものがあると

考えられている. (若村定男)
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